
一 
 

冬
ざ
れ
や
語
ら
ん
と
し
て
人
を
追
ふ 

 

（
朝
日
新
聞
俳
壇 

二
〇
一
〇
・
一
二
・
六
、
金
子
兜
太
選
） 

二 
 

海
や
山
次
々
越
え
て
小
鳥
来
る 

 

（
読
売
新
聞
「
四
季
」
欄 

二
〇
一
六
・
八
・
二
四
、
お
よ
び
中
公
文
庫
掲
載
、
長
谷
川
櫂
選
） 

三 
 

ヘ
プ
バ
ー
ン
も
小
鹿
に
逢
ひ
し
か
奈
良
ホ
テ
ル 

（
朝
日
新
聞
俳
壇 

二
〇
〇
九
・
一
〇
・
一
二
、
長
谷
川
櫂
選
） 

四 
 

野
辺
山
に
親
子
と
き
め
く
星
月
夜 

五 
 

む
か
し
蝶
い
ま
小
鳥
追
ふ
山
河
か
な 

 

（
第
一
九
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会 

二
〇
一
七
、
選
） 

六 
 

疾
風
や
燕
万
羽
の
ね
ぐ
ら
入
り 

 

（
奈
良
新
聞 

二
〇
一
三
・
一
〇
・
一
三
、
南
柯
句
会
選
） 

七 
 

音
立
て
て
大
地
を
冷さ

ま
す
夕
立

ゆ

だ

ち

か
な 

 

（
奈
良
新
聞 

二
〇
一
三
・
九
・
八
、
南
柯
句
会
選
） 

八 
 

安
曇
野
の
谷
間
の
春
や
ミ
ソ
サ
ザ
イ 

九 
 

野
仏
に
一
声
か
け
て
紅
葉
狩
り 

 

（
奈
良
新
聞 

二
〇
一
四
・
一
一
・
二
、
南
柯
句
会
選
） 

一
〇 

俳
句
あ
ら
ば
日
本
滅
び
ず
天
高
し 

 

（
第
二
二
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会 

二
〇
二
〇
、
対
馬
康
子
選
） 

一
一 

神
代
か
ら
の
大
和
三
山
初
茜  

 
（
第
一
七
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会 

二
〇
一
五
、
選
） 

一
二 

瀋
陽
の
古
箏
ひ
び
く
や
古
都
の
秋 
 

（
第
一
九
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会 

二
〇
一
七
、
選
） 

一
三 

穂
も
揺
れ
し
喉
あ
か
あ
か
と
行
々
子

ぎ
ょ
う
ぎ
ょ
う
し  

（
注
、
行
々
子
は
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
の
別
称
） 

一
四 

緋
水
鶏
の
恥
じ
ら
ふ
ご
と
き
火
照
り
か
な 

一
五 

木
漏
れ
日
や
あ
お
ば
ず
く
と
睨
め
っ
こ 

一
六 

翡
翠
の
沈
黙
破
る
水
の
音 

 
 

（
注
、
翡
翠
は
カ
ワ
セ
ミ
の
こ
と
） 

一
七 

百
日
紅
丸
き
お
腹
に
君
の
手
の
ひ
ら 

 

（
朝
日
新
聞
俳
壇 

二
〇
〇
九
・
八
・
二
四
、
金
子
兜
太
選
） 

一
八 

雀
来
て
遊
び
惚
け
よ
小
米
花 

一
九 

マ
ス
ク
除
れ
ば
金
木
犀
の
香
り
立
つ 

二
〇 

コ
ウ
ノ
ト
リ
や
が
て
翔
び
去
る
年
の
暮
れ 


